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2～5P
6～7P
8～9P

さかいで
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新たな門出　夢や希望膨らませ

市の家計簿（平成22年度決算報告）

　〃　（市職員の給与と定員状況）

来て 見て 感動坂出！

久し
ぶり
！
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自
主
財
源
　
市
町
村
が
自
ら
の
手
で
徴

　
収
ま
た
は
収
納
で
き
る
財
源

依
存
財
源
　
国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ
た

　
り
割
り
当
て
ら
れ
る
も
の
な
ど

市
税
　
市
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自

　
動
車
税
な
ど

使
用
料
お
よ
び
手
数
料
　
施
設
や
サ
ー

　
ビ
ス
の
提
供
で
得
る
お
金

分
担
金
お
よ
び
負
担
金
　
保
育
所
や
施

　
設
入
居
者
の
負
担
金
な
ど

そ
の
他
（
自
主
財
源
）
　
寄
附
金
、
繰

　
入
金
、
繰
越
金

市
債
　
道
路
や
学
校
な
ど
を
整
備
す
る

　
た
め
に
借
り
入
れ
た
お
金

国
庫
支
出
金
、
県
支
出
金
、
地
方
交
付

税
、
地
方
譲
与
税
　
国
や
県
か
ら
交
付

　
さ
れ
る
お
金

そ
の
他
（
依
存
財
源
）
　
利
子
割
交
付

　
金
、
地
方
消
費
税
交
付
金
、
ゴ
ル
フ

　
場
利
用
税
交
付
金
、
自
動
車
取
得
税

　
交
付
金
、
国
有
提
供
施
設
等
所
在
市

　
町
村
助
成
交
付
金
、
交
通
安
全
対
策

　
特
別
交
付
金
、
地
方
特
例
交
付
金
、

　
配
当
割
交
付
金
、
株
式
等
譲
渡
所
得

　
割
交
付
金

　
市
税
を
主
な
財
源
と
し
て
、
学
校
、
道
路
な
ど
の
建
設
・
整
備
を
は
じ
め
、
福
祉
、

消
防
、
教
育
な
ど
市
の
行
政
運
営
の
基
本
的
な
経
費
を
計
上
し
た
会
計
で
す
。
平
成
10

年
度
よ
り
、
歳
入
・
歳
出
と
も
に
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
が
、
国
の
経
済
対
策
な
ど

に
伴
い
平
成
21
年
度
に
は
前
年
度
よ
り
も
増
加
に
転
じ
、
平
成
22
年
度
に
つ
い
て
も
、

ほ
ぼ
同
程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
22
年
度
の
歳
入
は
２
５
０
億
１，
２
３
４
万
円
、
歳
出
は
２
３
８
億
７，
４
６
６

万
円
で
、
差
し
引
き
１
１
億
３，
７
６
８
万
円
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
中
に
は
翌
年
度

へ
繰
り
越
し
た
事
業
の
財
源
１
億
４，
９
２
０
万
円
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
実

質
収
支
は
９
億
８，
８
４
８
万
円
の
黒
字
決
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
　
入

平
成
22
年
度 
決
算
報
告

　
市
民
の
み
な
さ
ま
か
ら
の
税
金
等
が
昨
年
度
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
か
、
平

成
22
年
度
決
算
報
告
、
平
成
22
年
度
決
算
よ
り
算
定
し
た
健
全
化
判
断
比
率
、

平
成
23
年
度
上
半
期
業
務
状
況
（
企
業
会
計
）
、
職
員
の
給
与
・
定
員
状
況
を

掲
載
い
た
し
ま
す
。

用
語
解
説

一
般
会
計

市税（39.78％）
　99億 5,102 万円

諸収入（6.70％）
　16億 7,676 万円

使用料および手数料（2.17％）
　5億 4,182 万円

分担金および負担金（1.26％）
　3億 1,414 万円

財産収入（0.24％）
　6,124 万円

その他（3.44％）
　8億 6,077 万円

地方譲与税（0.77％）
　1億 9,250 万円

H10年度 H21年度 H22年度

国庫支出金（14.30％）
　35億 7,632 万円

市債（7.51％）
　18億 7,720 万円

県支出金（6.24％）
　15億 6,184 万円

地方交付税（12.11％）
　30億 2,882 万円

その他（5.48％）
 13 億 6,991 万円

歳入総額
250億1,234万円

市
の
家
計
簿

市
の
家
計
簿

公
立
小
・
中
学
校
耐
震
補
強
事
業
に
重
点

自
主
財
源

依
存
財
源
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議
会
費
　
議
会
の
運
営
な
ど

総
務
費
　
総
務
、
企
画
、
財
務
、
国
際

　
交
流
な
ど

民
生
費
　
児
童
福
祉
、
高
齢
者
福
祉
、

　
障
が
い
者
福
祉
な
ど

衛
生
費
　
検
診
、
予
防
接
種
、
環
境
保

　
全
、
墓
地
整
備
な
ど

農
林
水
産
業
費
　
農
業
、水
産
業
の
振
興

商
工
費
　
商
工
業
、
観
光
振
興
、
消
費

　
者
や
労
働
者
の
対
策
な
ど

土
木
費
　
道
路
や
公
園
、
住
宅
の
整
備

　
な
ど

港
湾
費
　
港
湾
や
漁
港
施
設
な
ど
の
建

　
設
、
維
持
管
理

消
防
費
　
消
火
、
救
急
活
動
、
防
災
対

　
策
な
ど

教
育
費
　
学
校
、
公
民
館
、
図
書
館
等
、

　
教
育
施
設
の
維
持
、整
備
な
ど

災
害
復
旧
費
　
災
害
復
旧
に
要
す
る
経
費

公
債
費
　
施
設
整
備
な
ど
の
借
入
金
の

　
返
済

諸
支
出
金
　
普
通
財
産
取
得
費
、
特
別

　
会
計
繰
出
金
、
貸
付
金
な
ど

歳
　
出

農林水産業費 　　
（1.58％）　

3億 7,619 万円

商工費（1.54％）　
3億 6,794 万円

港湾費（1.37％）　
3億 2,802 万円

災害復旧費　　　
（0.03％）　　
616万円　　　

H21年度 H10年度H22年度

議会費（0.99％）　
2億 3,688 万円

総務費（14.90％）
　35億 5,792 万円

民生費（23.43％）
　55億 9,345 万円

衛生費（9.74％）
　23億 2,641 万円

土木費（4.97％）11億 8,551 万円

消防費（3.25％）  7 億 7,613 万円

教育費（12.40％）
　29億 5,909 万円

公債費（11.25％）
　26億 8,637 万円

諸支出金（14.55％）
　34億 7,459 万円

　
本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
今
後
と

も
行
財
政
改
革
を
積
極
的
に
推
進

し
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
「
最
少

の
経
費
で
最
大
の
効
果
」
が
あ
げ
ら

れ
る
よ
う
効
率
的
な
市
政
運
営
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

総務費
  62,621円
（67,778円）

（82,984円）

（38,517円）

（23,992円）

（36,641円）

（49,696円）

（118,625円）

民生費
  98,447円

衛生費
  40,946円

土木費
  20,865円

教育費
  52,081円

公債費
  47,281円

その他（諸支出金、消防費、商工費など）
  97,962円

歳出総額
238億7,466万円

（人口 56,817 人（平成 23 年 4月 1日現在）で算出）

○内の矢印は平成 21年度決算と比較した増減
を表しています。
（　）内の数字は平成 21年度決算。

平成22年度中に
市民1人あたりに使われた金額

420,203円

費目ごとに見てみると…
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貸借対照表

損益計算書

（平成23年3月31日）

（平成22年4月1日～平成23年3月31日）

資産の部 負債・資本の部

合　　計

合　　計

33億6,453万円 合　　計 33億6,453万円

費用の部 収益の部

33億4,252万円 合　　計 33億4,252万円
入院延べ患者数 57,657人 外来 126,500人

固定資産
流動資産

医業費用
医業外費用
特別損失
当年度純利益

医業収益
医業外収益
特別利益

固定負債
流動負債
資 本 金
資本剰余金
利益剰余金

貸借対照表

損益計算書

（平成23年3月31日）

（平成22年4月1日～平成23年3月31日）

資産の部 負債・資本の部
67億2,887万円
14億89万円

9億3,400万円
2億5,094万円
52億7,261万円
16億7,221万円

11億7,808万円
1億2,260万円

236万円
6,211万円

13億3,768万円
2,747万円

合　　計

合　　計

81億2,976万円 合　　計 81億2,976万円

費用の部 収益の部

13億6,515万円 合　　計 13億6,515万円

固定資産
流動資産

営業費用
営業外費用
特別損失
当年度純利益

営業収益
営業外収益

固定負債
流動負債
資 本 金
剰 余 金

10億6,937万円
22億9,516万円

5億4,800万円
1億5,209万円
21億9,238万円
1億5,943万円
3億1,263万円

31億3,864万円
6,401万円
834万円

1億3,153万円

33億1,035万円
2,829万円
388万円

配  水  量給水栓数 8,551,615裙24,843栓

会　計　名
国民健康保険
与島診療所
葬祭事業
港湾整備事業
王越診療所
下水道事業
老人保健
坂出駅北口地下駐車場事業

公共用地先行取得事業
介護保険

介護保険介護予防支援
後期高齢者医療

歳　　入 歳　　出
　
特
定
の
歳
入
を
も
っ
て
特
定
の
事
業
を
行

う
場
合
な
ど
、
他
の
会
計
と
区
分
し
て
経
理

す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
、
法
律
や
条
例
に

基
づ
い
て
設
置
し
て
い
る
も
の
で
す
。
平
成

22
年
度
の
12
の
特
別
会
計
の
決
算
状
況
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

　
民
間
の
会
社
の
よ
う
に
、
そ
の
事
業
の
収
入
で
支
出
を
ま
か
な
う
独

立
採
算
事
業
で
本
市
で
は
水
道
事
業
と
市
立
病
院
事
業
が
あ
り
ま
す
。

貸借対照表

損益計算書

（平成23年9月30日）

（平成23年4月1日～平成23年9月30日）

資産の部 負債・資本の部
65億6,512万円
13億2,596万円

9億3,400万円
9,701万円

51億5,237万円
17億770万円

5億6,421万円
5,268万円
62万円

3,549万円

6億4,034万円
1,266万円

合　　計

合　　計

78億9,108万円 合　　計 78億9,108万円

費用の部 収益の部

6億5,300万円 合　　計 6億5,300万円

固定資産
流動資産

営業費用
営業外費用
特別損失
当期純利益

営業収益
営業外収益

固定負債
流動負債
資 本 金
剰 余 金

貸借対照表

損益計算書

（平成23年9月30日）

（平成23年4月1日～平成23年9月30日）

資産の部 負債・資本の部
9億9,118万円
23億8,093万円

5億4,800万円
1億1,577万円
21億5,611万円
1億5,943万円
3億9,280万円

14億7,945万円
2,848万円
810万円
8,017万円

15億8,585万円
470万円
565万円

合　　計

合　　計

33億7,211万円 合　　計 33億7,211万円

費用の部 収益の部

15億9,620万円 合　　計 15億9,620万円

固定資産
流動資産

医業費用
医業外費用
特別損失
当期純利益

医業収益
医業外収益
特別利益

固定負債
流動負債
資 本 金
資本剰余金
利益剰余金

※一般会計および特別会計の平成 23年度予算執行状況については、市ホームページ上で公表しています。

平成23年度上半期業務状況（企業会計）

水道事業

市立病院事業

　平成22年度の事業実績は給水栓数24,843栓
（前年度比0.06％減）、給水人口57,146人（0.91
％減）、配水量8,551,615裙（3.32％減）となりま
した。また事業収支においては、事業収益13
億6,515万円（0.50％減）、事業費用13億304万
円（0.84％増）で6,211万円の純利益を生じ減
債積立金に1,211万円、建設改良積立金に
5,000万円を計上しました。なお主な建設改良
工事として鴨川浄水場緩速ろ過池（4号池）耐
震改修工事で6,090万円、配水管整備事業で老
朽石綿管の布設替等2億1,494万円を実施しま
した。

　平成22年度の業務実績は、入院患者57,657
人、外来患者126,500人で、入院患者は前年度
に比べて423人減、外来患者は307人減となり
ました。
　また、事業収支の状況は、医業収益が33億
1,035万円（6.5％増）、医業費用が31億3864万
円（5.3％増）で、これに医業外収支などを加え
ると、1億3,153万円の純利益が生じ、減債積立
金に計上しました。
　主な整備事業として、X線ＣＴ装置、大腸拡
大ビデオスコープ、画像情報管理システムを
更新するほか、ＣＲ、ＭＲＩ、心臓血管撮影装
置等の高度医療機器の活用による医療の機
能の向上を図りました。

特
別
会
計

企
業
会
計

市立病院事業 水道事業

市
の
家
計
簿

65億2,171万円
3,510万円
5,751万円

1億4,257万円
2,256万円

17億5,157万円
45万円

9,727万円
47億3,687万円
1億858万円
5,113万円
8億22万円

68億6,606万円
668万円
1,084万円
5,649万円
1,851万円

14億3,164万円
45万円

9,727万円
47億6,293万円
1億858万円
5,113万円
8億166万円
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～基金と市債～
　坂出市の預貯金にあたる基金残高は、平成22年度

末現在、31億4,847万円となっています。

　一方、借入金にあたる市債残高は、平成22年度末

現在、350億289万円（一般会計206億8,608万円、特

別会計98億94万円、企業会計45億1,587万円）です。

坂出市の預貯金と借入金はどのくらい？Ｑ

預貯金
借入金

5万5,414円
61万6,064円

市民1人あたり
0

100

200
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400

500
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10
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30

40

50
基金残高
（億円）

市債残高
（億円）

H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

坂出市の財政状況は？Ｑ
～平成２2年度決算により算定した健全化判断比率について～

　平成19年6月に「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」が制定されました。この法律は、健全
化判断比率等の財政指標を設け、その比率に応じて早期（経営）健全化基準（イエローカード）と財政
再生基準（レッドカード）が定められています。
　平成20年度（平成19年度決算）から健全化判断比率等を公表し、平成21年度（平成20年度決算）から
は、健全化判断比率等のうちいずれかが基準以上の場合は、財政健全化計画等の策定が義務付けられて
います。

　本市の健全化判断比率は、すべて基準を下回りました。

　今後とも行財政改革実施計画を着実に実行し、効率的な財政運営
を行ってまいります。

※比率が算定されない場合は「－」で表示し、参考に黒字（資金剰余）の比率を「▲」で表示しています。

健全化
判断比率

平成22年度
決算

早期健全化
基準

財政再生
基準 用　　語　　の　　説　　明

（単位　％）

実質赤字比率
－

（▲6.76）
一般会計等の実質的な赤字額の標準的な収入に対する割合
（財政運営の深刻度を示す）12.87 20.00

連結実質
赤字比率

－
（▲32.41）

全会計の実質的な赤字額の標準的な収入に対する割合
（地方公共団体全体としての運営の深刻度を示す）17.87 35.00

実質公債費比率
一般会計等の実質的な借入金の返済額の標準的な収入に対
する割合（資金繰りの危険度を示す）25.0 35.0

将来負担比率
一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の残高の標準的
な収入に対する割合（将来負担の程度を示す）350.0

16.7

136.6

資金不足
比率

資金不足比率とは

健全化
判断比率

　本市の資金不足比率は、坂出港港湾整備事業特別会計に
おいて基準を大きく上回りました。

　今後、平成21年度に策定した経営健全化計画に基づき、一般会
計から引き続き繰出を行うなどにより、平成24年度までに資金不
足を解消する予定としています。

各公営企業の資金不足額
の事業規模に対する割合
で経営状況の深刻度
を示します。

特別会計の名称 資金不足比率 経営健全化基準 特別会計の名称 資金不足比率 経営健全化基準

水道事業 －（▲87.6）

市立病院事業 －（▲64.7）
20.0

下水道事業 －

坂出港港湾整備事業 337.6
20.0

（単位　％）

市
の
家
計
簿

企業会計
特別会計
一般会計
基金合計



6

【普通会計における人件費決算と職員数の推移】

※定員適正化計画における普通会計職員数には、介護保険および後期高齢者医療関係職員数を含みます。

市職員の給与と
定員状況

　本市の職員数については、定員適正化計画を
基本目標としつつ、中・長期的な定員管理を
行っています。普通会計等では、平成3年4月時
点で839人であった職員数を、平成23年4月現在
で546人まで削減しており、この間の人件費の
累計額では約127億円を削減したことになりま
す。
　また、給与等についても、平成19年4月に給
与水準の引き下げや査定昇給制度の導入、平成
21年度に特殊勤務手当の見直しや市長・副市長
の給料の引き下げを行い、平成21年度・22年度
には一般職の期末・勤勉手当および特別職の期
末手当の支給割合の引き下げとともに、一般職
の給料についても3年連続となる引き下げを行
いました。
　今後も、市民のみなさまに良好な行政サービ
スを提供するため、平成27年度の普通会計等の
職員数を500人とする「第二次定員適正化計
画」を基本目標とした定員管理と適正な給与水
準の維持により、総人件費の抑制に努めてまい
ります。

70 850
（億円） （人）

65

60

55

50

45

40
Ｈ3 （年）4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

800

750

700

650

600

550

500

450

部門別職員数の状況と主な増減理由

区　　分
主　な　増　減　理　由

対前年
増減数
　　（人）

職  員  数

部　　門 平成22年
　　  （人）

平成23年
　　  （人）

（注）１．職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職員など
　　　　　を含み、臨時または非常勤職員を除いています。
　　　２．〔　〕内は、条例定数の合計です。

議会
総務
税務
民生
衛生
農水
商工
土木
小計
教育
消防
小計
病院
水道
下水道
その他
小計

6
78
31
91
72
17
6
42
343
108
74
182
178
28
4
28
238
763

〔830〕

▲ 1
4

▲ 1
1

▲ 1
▲ 1

▲ 3
▲ 2
▲ 1

▲ 1
6

1
7
4

業務体制見直しによる減
組織機構再編による増
業務体制見直しによる減
保育行政充実のための増
生活課体制見直しおよび退職者不補充による減
組織機構再編による減

建設課・みなと課の業務体制見直しによる減

業務体制見直しによる減

体制・機能強化のための増

組織機構再編による介護保険特別会計の増

合　　計

一  

般  

行  

政  

部  

門

部
　
　
門

特
別
行
政

会 

計 

部 

門

公
営
企
業
等

（各年4月1日現在） （平成23年4月1日現在）

区　分

１  級

２  級

３  級

４  級

５  級

６  級

７  級

８  級

９  級

主　事
技　師

主　事
技　師

係　長

係　長

課　長

課　長
課長補佐

課長補佐
係　長

部　長
課　長

部　長

44

26

44

48

60

31

18

7

1

15.8

9.3

15.8

17.2

21.5

11.1

6.4

2.5

0.4

標準的な
職務内容

職員数
　　（人）

構成比
　　（％）

一般行政職の職員数の状況

7
74
32
90
73
18
6
45
345
109
74
183
172
28
4
27
231
759

〔830〕

職員数に関すること

普通会計等職員数
人件費計
退職手当を除いた人件費計



坂出市

178,800円

144,500円

国

172,200円

140,100円

7

10年以上
15年未満

15年以上
20年未満

25年以上
30年未満

20年以上
25年未満

6月期

坂　出　市 区　分

市　長

副市長

議　長

副議長

議　員

708,000円

611,100円

554,000円

483,000円

433,000円

市　長

6月期  1.4月分  
12月期  1.55月分
計　  2.95月分

副市長

議　長

副議長

議　員

給料月額等
区　　分

期　末 期　末勤　勉 勤　勉

国

職員の給与に関すること

人件費
（Ｂ）

21年度の
人件費率

（参考）

人件費率
（Ｂ/Ａ）

住民基本台帳人口
（22年度末）

歳出額
（A）

56,817人 238億6,669万2千円 53億5,107万7千円 23.6％

実質収支

9億3,667万7千円 22.4％

（注）人件費には、特別職に支給される給料・報酬を含みます。

人件費の状況（平成22年度普通会計決算より）

１人当たり
給与費（Ｂ/Ａ）

620万8千円21億7,531万5千円 3億2,508万8千円 7億7,096万4千円 32億7,136万7千円

※1　職員数は、平成22年4月1日現在の人数です。
※2　職員手当には退職手当を含みません。

職員給与費の状況（平成22年度普通会計決算より）

（注）該当職員が 3人以下の場合は、－で表示しています。

（注）職員手当は、上記手当のほか、特殊勤務手当・時間外勤務手当等があります。

職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢の状況（平成23年4月1日現在）

職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成23年4月1日現在）

職員手当の状況（平成23年4月1日現在） 特別職の報酬等の状況（平成23年4月1日現在）

職員の初任給の状況（平成23年4月1日現在）

527人

職員数
（A）

給　　与　　費

区　　分

区　　分

大学卒 280,000円 321,100円 378,100円 401,800円

一般行政職
高校卒

一般行政職

技能労務職

43.2 歳

52.7 歳

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

給　　料 職員手当 ※2 期末・勤勉手当 計  （Ｂ）

339,042円

375,098円

396,072円

407,691円

－　円 －　円 329,400円 374,300円

12月期 本市と同じ
期末手当
勤勉手当

退職手当 本市と同じ

計

支給率

勤続20年

勤続25年

勤続35年

最高限度額

その他の
加算措置

調整額

退職時特別昇級

1.225月分

1.375月分

2.6月分

自己都合 自己都合

23.5月分

33.5月分

47.5月分

59.28月分

定年前早期退職特例措置
（2～20％加算）

職務の級等に応じて
調整額の制度有

無

0.675月分

0.675月分

1.35月分

勧奨・定年 勧奨・定年

30.55月分

41.34月分

59.28月分

59.28月分

給
　
料

報
　
酬

期
末
手
当

※1

区　　分

大学卒

一般行政職
高校卒



感動坂出！
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感動坂出！感動坂出！
白峰パークセンター 再オープン！白峰パークセンター 再オープン！

　昨年12月25日、お遍路さんや観光客のかたがたへ
の観光案内や安らぎの場として、白峰パークセンタ
ーが「山のお旅所」として再オープンしました。
　当センターは夕日が美しいスポットとして有名
で、ここからの瀬戸大橋の眺望や瀬戸内海に沈む夕
日は絶景です。
　なお、施設の一般開放も行っておりますので、お
気軽にイベントや会議等にご利用ください。

開館日時　毎週日曜日  午前9時～午後4時
所 在 地　高屋町字東山2041番地255
  （詳しくは、市ホームページ「山のお旅所」をご覧ください。）

■詳しくは、市産業課にぎわい室（蕁44・5015）へ

展望喫茶では、週替わ
りランチや本格コーヒ
ーが人気。
　また、さかいでブラ
ンド品も好評販売中！

センターから見える絶
景をどうぞご堪能くだ
さい。

オープニングセレモニー（坂出商業高校吹奏楽部による演奏）

崇
徳
上
皇
の
足
跡
を

  

た
ど
っ
て
み
ま
せ
ん
か
！

崇
徳
上
皇
の
足
跡
を

  

た
ど
っ
て
み
ま
せ
ん
か
！

　
坂
出
市
に
は
崇
徳
上

皇
に
ま
つ
わ
る
名
所
が

た
く
さ
ん
！
名
所
を
巡

る
だ
け
で
は
な
く
、
ま

ち
歩
き
を
通
し
て
、
ガ

イ
ド
さ
ん
か
ら
「
あ

っ
」
と
驚
く
話
を
聞
く

こ
と
も
で
き
ま
す
。
昨

年
結
成
さ
れ
た
「
さ
か

い
で
っ
こ
ガ
イ
ド
隊
」

に
会
え
る
か
も
迴

行  

程
Ｊ
Ｒ
坂
出
駅

　
　

雲
井
御
所
跡
・
長
命
寺
跡

　
　

鼓
岡
神
社
（
木
ノ
丸
殿
）

内
裏
泉
・
菊
塚

　
　

白
峰
宮
・
八
十
場
の
湧
水

Ｊ
Ｒ
坂
出
駅

　
　

松
山
の
津

　
　

青
海
神
社

　   

西
行
法
師
の
み
ち

白
峯
御
陵

白
峯
寺
・
頓
証
寺
殿

さかいでっこガイド隊によるガイドの様子

〜
古
の
ロ
マ
ン
の
ま
ち
を
め
ぐ
る
旅
〜

　
　
４
月
15
日
ス
タ
ー
ト

　
　 

（
毎
月
第
３
日
曜
日
開
催
）

〜
古
の
ロ
マ
ン
の
ま
ち
を
め
ぐ
る
旅
〜

　
　
４
月
15
日
ス
タ
ー
ト

　
　 

（
毎
月
第
３
日
曜
日
開
催
）

オープニングセレモニー（坂出商業高校吹奏楽部による演奏）

白
峰
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
（
昼
食
）



来て 見て
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坂出天狗まつり坂出天狗まつり坂出天狗まつり

■詳しくは、市産業課にぎわい室
　　　　　　　　　（蕁44・5015）へ

●テングウォーク　午後1時～3時30分
　コース　松山小学校⇔白峯寺　10.9km

●天狗うどん　午前11時～午後1時
　会場　ＪＡ香川県松山支店
　　　　※小学生以下無料

●相模坊まつり
　会場　相模坊社（大屋冨町）
　内容　天狗もち投げ　　　　午後4時～
　　　　天狗うどんお接待　　午後4時～
　　　　（なくなり次第終了）
　　　　天狗バザール　　　　午後4時～
　　　　天狗劇上演　　　　　午後5時～
　　　　鴨川福神太鼓の演奏　午後5時30分～
　　　　※臨時駐車場あり

2月11日（祝） 2月12日（日）

第22回 第22回 

来て 見て来て 見て

集
　
合
　
坂
出
市
観
光
案
内
所
（
Ｊ
Ｒ
坂
出
駅
構
内
）

時
　
間
　
集
合  

午
前
９
時
30
分 

／ 

解
散  

午
後
２
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
約
５
時
間
）

距
　
離
　
約
30
㎞
（
バ
ス
移
動
あ
り
）

定
　
員
　
各
20
人

参
加
料
　
１，
０
０
０
円
（
昼
食
代
含
む
）

　
　
　
　
参
加
料
は
、
当
日
受
付
時
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

申
込
先
　
坂
出
市
観
光
案
内
所
（
Ｊ
Ｒ
坂
出
駅
構
内
）

　※

コ
ー
ス
開
催
日
の
前
々
日
の
午
前
中
を
最
終
締
切
と
い
た

　
　
し
ま
す
。
先
着
順
に
受
付
し
、
定
員
に
な
り
次
第
終
了
し

　
　
ま
す
。
小
学
生
以
下
の
か
た
は
、
保
護
者
同
伴
で
お
願
い

　
　
し
ま
す
。

●
当
日
は
、
バ
ス
に
よ
る
移
動
が
中
心
で
す
が
、
行
程
内
に
一
部

　
山
道
や
階
段
を
歩
く
場
所
が
あ
る
た
め
、
歩
き
や
す
い
靴
や
服

　
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ｒ
坂
出
駅
前
で
は
「
さ
か
い
で
楽
市
楽
座
」
も
同
時
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。集
合
前
に
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
詳
し
く
は
、
坂
出
市
観
光
協
会

　
　
　
　
　
　
坂
出
市
観
光
案
内
所
（
Ｊ
Ｒ
坂
出
駅
構
内
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蕁
45
・
１
１
２
２
）
へ

みなさんのご参加を
　　　お待ちしています！

●第18回  坂出天狗マラソン大会
　開会式　午前9時～9時30分
　スタート　15kmの部　午前10時
　　　　　　  5kmの部　午前10時30分
　会場　林田運動公園
　※招待選手として、四国電力陸上競技部、
　　香川オリーブガイナーズの選手のみなさんも
　　参加します。

●天狗村　午前9時～午後2時
　会場　林田運動公園
　内容　天狗ステージ
　　　　天狗うどん
　　　　（ランナーは無料）
　　　　天狗自由市場
　　　　さかいでブランド品の直売

※12日は、車両交通規制が行われます。

●第18回  坂出天狗マラソン大会
　開会式　午前9時～9時30分
　スタート　15kmの部　午前10時
　　　　　　  5kmの部　午前10時30分
　会場　林田運動公園
　※招待選手として、四国電力陸上競技部、
　　香川オリーブガイナーズの選手のみなさんも
　　参加します。

●天狗村　午前9時～午後2時
　会場　林田運動公園
　内容　天狗ステージ
　　　　天狗うどん
　　　　（ランナーは無料）
　　　　天狗自由市場
　　　　さかいでブランド品の直売

※12日は、車両交通規制が行われます。



お知らせ
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■
申
告
に
必
要
な
も
の

・
印
鑑

・
所
得
の
計
算
に
必
要
な
書
類

　
①
給
与
・
年
金
所
得
者

　
　
源
泉
徴
収
票(

な
け
れ
ば
給
与
明
細

　
　
書
、
事
業
主
の
支
払
明
細
書
な
ど
）

　
②
そ
の
他
の
所
得
者

　
　
収
入
金
額
と
必
要
経
費
の
わ
か
る
帳

　
　
簿
書
類
、
領
収
書
な
ど

・
生
命
保
険
料
、
個
人
年
金
保
険
料
、
地

　
震
保
険
料
な
ど
の
支
払
額
証
明
書

・
国
民
健
康
保
険
税
、
国
民
年
金
保
険
料

　
な
ど
の
領
収
書
（
平
成
23
年
中
に
支

　
払
っ
た
も
の
が
控
除
の
対
象
と
な
り
ま

　
す
。
）

・
医
療
費
の
領
収
書
な
ど

・
障
が
い
者
控
除
を
受
け
る
場
合
は
、
身

　
体
障
が
い
者
手
帳
な
ど

■
農
業
所
得
者
の
申
告

　
農
業
所
得
者
の
申
告
は
、
収
支
決
算
に

よ
り
行
い
ま
す
の
で
、
右
記
書
類
に
加
え

て
次
の
書
類
が
必
要
で
す
。

・
収
支
金
額
の
わ
か
る
書
類
（
Ｊ
Ａ
の
集

　
計
表
、
収
支
内
訳
書
な
ど
）

・
経
費
の
計
算
に
必
要
な
書
類
（
領
収
書

　
な
ど
必
要
経
費
が
わ
か
る
も
の
）

■
相
談
日
に
来
ら
れ
な
い
場
合

　
上
表
の
相
談
日
に
来
ら
れ
な
い
場
合

は
、
申
告
期
限
内
に
市
税
務
課
市
民
税
係

で
受
け
付
け
ま
す
。

　
申
告
漏
れ
に
な
ら
な
い
よ
う
、
く
れ
ぐ

れ
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
詳
し
く
は
、
市
税
務
課

　
　
　
　
（
蕁
44
・
５
０
０
４

　
　
　
　
　
内
線
１
５
７
・
１
５
８
）
へ

　
こ
れ
は
、
平
成
23
年
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
１

年
間
の
所
得
を
申
告
す
る
も
の
で
、
平
成
24
年
度
市
県
民

税
、
国
民
健
康
保
険
税
な
ど
の
算
定
基
礎
と
な
る
非
常
に
重

要
な
も
の
で
す
。

　
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
た
は
、
申
告
相
談
を
ご
利

用
い
た
だ
き
、
必
ず
３
月
15
日
貅
ま
で
に
市
税
務
課
へ
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

所
得
申
告
の
時
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

平
成
23
年
分
所
得
の

　
申
告
相
談
に
つ
い
て

申
告
期
限
は
３
月
15
日
（木）
で
す

　
　
申
告
漏
れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

会　場

受付時間　9：00～15：00

坂出合同庁舎
４階大会議室

月　日

2月16日貅
  ～17日貊

2月20日豺
  ～21日貂

駒止町・笠指町・谷町・福江町・元町・京町
室町・旭町・横津町・昭和町・入船町・久米町

番の州町・番の州緑町・番の州公園・西大浜北
西大浜南・沖の浜・坂出町・川崎町・御供所町
常盤町・中央町・築港町・宮下町・八幡町
白金町・寿町・本町・新浜町・富士見町
文京町・青葉町・花町・小山町・池園町
大池町・沙弥島

対　象　地　区

受付時間　9：30～15：00

■岩黒・櫃石につきましては、別途、相談日時・会場をご案内します。
　時間帯によっては、混み合う場合がありますのでご了承ください。

申告相談日程

井出ノ上・鋳物師屋・折居・峠・北峰・円造寺
東山・春日・昭和・六反地・山田
蓮尺・小山団地・下川津・あけぼの・西又・元結木
西原・上西原・中塚・弘光・中原・下樋

与島町　※9：30～12：00

瀬居町　※9：30～12：00

3月12日豺

3月13日貂

2月29日貉

2月29日貉

与島公民館
与　島

竹浦公民館

王　越 王越公民館

川　津 川津出張所

乃生・木沢

前谷・新宮・綾坂・石井・濃峰・小原・榿
迯田・さつきケ丘・赤尾2月27日豺

2月28日貂
府　中 府中出張所

額・横山・城山・本村・弘法寺・西福寺
桜ヶ丘・本坊

江　尻 江尻公民館 江尻町

西庄町

3月  5日豺

3月  8日貅

3月  9日貊

加　茂 加茂出張所
杉仏・山樋・鴨庄・本鴨・鎌田

北下・上氏部・下氏部・牛の子

3月  1日貅

3月  2日貊

西　庄 西庄公民館

会　場地　区 月　日 対　象　地　区

2月23日貅

2月24日貊

片山・北庄司・西梶・中川原・上林田・総社
東梶・林田団地

林　田 林田出張所
浜中・浜西・港・須賀・新開・北須賀・大洲
立石

大屋冨町・青海町

高屋町・神谷町

3月  6日貂

3月  7日貉
松　山 松山出張所
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お知らせ

　
平
成
23
年
分
確
定
申
告
の
税
務
署
に
お

け
る
申
告
相
談
お
よ
び
確
定
申
告
の
受
付

は
、
所
得
税
は
２
月
16
日
貅
か
ら
３
月
15

日
貅
ま
で
、
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税

は
４
月
２
日
豺
ま
で
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
土
・
日
を
除
く
）

■
詳
し
く
は
、
坂
出
税
務
署

　
　
　
　
　
　
（
蕁
46
・
３
１
３
１
）
へ

申
告
書
を
作
成
す
る
と
き
は

　
申
告
書
は
、
所
得
税
の
確
定
申
告
の
手

引
き
等
を
参
考
に
ご
自
分
で
計
算
し
作
成

し
て
く
だ
さ
い
。

　
パ
ソ
コ
ン
を
お
持
ち
か
た
は
、
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書
等
作
成

コ
ー
ナ
ー
」
ま
た
は
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
ソ
フ
ト

を
利
用
し
て
所
得
税
・
消
費
税
お
よ
び
地

方
消
費
税
の
申
告
書
が
作
成
で
き
ま
す
。

申
告
書
を
提
出
す
る
と
き
は

　
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で

作
成
し
た
申
告
書
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
て
直
接
電
子
申
告
す
る
か
、
Ａ

４
サ
イ
ズ
の
普
通
紙
に
印
刷
し
て
、
ご
自

分
で
計
算
し
作
成
し
た
申
告
書
と
同
様

に
、
郵
送
ま
た
は
税
務
署
の
時
間
外
収
受

箱
へ
の
投
函
に
よ
り
提
出
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

公
的
年
金
等
を
受
給
さ
れ
て
い
る
み
な
さ

ま
へ

　
平
成
23
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
、
公
的

年
金
等
の
収
入
金
額
の
合
計
額
が
４
０
０

万
円
以
下
で
、
か
つ
、
公
的
年
金
等
に
係

る
雑
所
得
以
外
の
所
得
金
額
が
20
万
円
以

下
で
あ
る
場
合
に
は
、
所
得
税
の
確
定
申

告
書
の
提
出
が
不
要
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
所
得
税
の
還

付
を
受
け
る
た
め
の
申
告
書
を
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
確
定
申
告
書
の
提
出
が
不
要
な

場
合
で
あ
っ
て
も
、
住
民
税
の
申
告
が
必

要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
【http://w

w
w
.nta.go.jp

】
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
坂
出
税
務
署
（
蕁
46
・
３
１

３
１
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
電
話
に
よ
る
一
般
的
な
ご
相
談

は
、
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
で
承
り
ま
す
。

平
成
23
年
分
の
所
得
税
・
消
費
税
お
よ
び

　
　 

地
方
消
費
税
の 

確
定
申
告
の
お
知
ら
せ

扶
養
控
除
が
一
部
改
正
さ
れ
ま
す

・
年
少
扶
養
親
族
（
16
歳
未
満
の
扶
養
親

　
族
）
に
係
る
扶
養
控
除
（
33
万
円
）
が

　
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

・
16
歳
以
上
19
歳
未
満
の
特
定
扶
養
親
族

　
に
係
る
扶
養
控
除
の
上
乗
せ
部
分
（
12

　
万
円)

が
廃
止
さ
れ
扶
養
控
除
額
が
33

　
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

※

な
お
、
年
少
扶
養
親
族
が
い
る
場
合
、

　
扶
養
控
除
の
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん

　
が
、
市
県
民
税
の
非
課
税
基
準
の
算
定

　
等
に
扶
養
親
族
の
人
数
を
使
用
す
る
た

　
め
、
申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

同
居
特
別
障
が
い
者
加
算
の
特
例
が
変
わ

り
ま
す

　
扶
養
控
除
の
改
正
に
伴
い
扶
養
親
族
ま

た
は
控
除
対
象
配
偶
者
が
同
居
の
特
別
障

が
い
者
で
あ
る
場
合
、
扶
養
控
除
ま
た
は

配
偶
者
控
除
の
額
に
23
万
円
加
算
す
る
措

置
に
代
え
て
、
特
別
障
が
い
者
控
除
の
額

に
加
算
す
る
措
置
へ
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

（
所
得
控
除
の
額
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
）

※

な
お
、
年
少
扶
養
親
族
に
対
す
る
扶
養

　
控
除
の
適
用
は
な
く
な
り
ま
し
た
が
、

　
そ
の
年
少
扶
養
親
族
が
障
が
い
者
の
場

　
合
に
は
、
障
が
い
者
控
除
は
適
用
に
な

　
り
ま
す
。

寄
附
金
税
額
控
除
が
拡
充
さ
れ
ま
す

　
平
成
23
年
１
月
１
日
以
後
に
支
出
し
た

寄
附
金
に
つ
い
て
、
寄
附
金
税
額
控
除
の

適
用
下
限
額
（
寄
附
金
か
ら
差
し
引
か
れ

る
金
額
）
が
５
千
円
か
ら
２
千
円
に
引
き

下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

■
詳
し
く
は
、
市
税
務
課
市
民
税
係

　
　
　
　
（
蕁
44
・
５
０
０
４

　
　
　
　
　
内
線
１
５
７
・
１
５
８
）
へ

平
成
24
年
度
か
ら
個
人
市
県
民
税
の
扶
養
控
除
お
よ
び

寄
附
金
税
額
控
除
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

市長も e-Tax（電子申告）を体験

一般（年少）
扶養控除
33万円

～15歳

控除対象扶養家族

扶養親族

（年齢）16歳～18歳 19歳～22歳 23歳～69歳 70歳～

特定
扶養控除

（一般扶養へ）
33万円

老人
扶養控除
38万円

特定
扶養控除
45万円 一般（成年）

扶養控除
33万円廃止

上乗せ分
12万円

見直しあり 見直しなし

同居老親加算
7万円あり

廃止
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支
給
対
象

盧
　
「
第
18
回
特
別
給
付
金
」
ま
た
は

　
「
第
20
回
特
別
給
付
金
」
の
受
給
権
を

　
取
得
し
た
妻
で
あ
っ
て
、
戦
傷
病
者
等

　
で
あ
る
夫
が
平
成
15
年
４
月
１
日
か
ら

　
平
成
18
年
９
月
30
日
ま
で
の
間
に
公
務

　
傷
病
以
外
の
原
因
で
死
亡
さ
れ
た
か
た

盪
　
平
成
15
年
４
月
２
日
以
降
に
戦
傷
病

　
者
等
と
婚
姻
さ
れ
た
妻
、
ま
た
は
同
日

　
以
降
じ
後
重
症
に
よ
り
第
５
款
症
以
上

　
の
戦
傷
病
者
等
と
な
ら
れ
た
か
た
の
妻

　
で
あ
っ
て
、
平
成
23
年
４
月
１
日
に
お

　
い
て
戦
傷
病
者
等
で
あ
る
夫
が
第
５
款

　
症
以
上
の
増
加
恩
給
等
を
受
け
て
い
た

　
か
た

受
付
期
間
　
平
成
26
年
９
月
30
日
ま
で

■
詳
し
く
は
、
市
ふ
く
し
課
管
理
係

　
　
　
　
　
　
（
蕁
44
・
５
０
０
７
）
へ

戦
傷
病
者
の
妻
に
対
す
る
特
別
給

付
金
の
支
給

　
市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
に
荒
木
聰

氏
（
駒
止
町
一
71
歳
）
が
12
月
９
日
付
で

就
任
し
ま
し
た
。

　
市
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
退
任
し
た
大

西
泰
次
前
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
の
後

任
と
し
て
荒
木
氏
を
選
任
し
た
も
の
で

す
。

　
ま
た
、
12
月
３
日
付
で
補
充
員
の
中
井

友
好
氏
（
川
津
町
74
歳
）
が
市
選
挙
管
理

委
員
会
委
員
に
就
任
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
任
期
は
平
成
26
年
10
月
８

日
ま
で
で
す
。

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
今
年
４
月
に

小
・
中
学
校
へ
入
学
す
る
児
童
・
生
徒
を

持
つ
保
護
者
の
か
た
に
対
し
、
入
学
す
る

学
校
名
、
入
学
期
日
、
注
意
事
項
等
を
記

載
し
た
「
入
学
通
知
書
」
を
１
月
下
旬
に

発
送
し
て
い
ま
す
。

●
就
学
援
助
制
度

　
経
済
的
な
理
由
で
坂
出
市
立
小
・
中
学

校
へ
の
就
学
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
と
き
は
、
そ
の
保
護
者
に
対
し
、
学
用

品
費
、
給
食
費
な
ど
学
校
で
必
要
と
な
る

費
用
の
一
部
を
援
助
す
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。
入
学
（
在
学
）
す
る
学
校
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■
詳
し
く
は
、
市
学
校
教
育
課

　
　
　
　
　
　
（
蕁
44
・
５
０
２
４
）
へ

●
対
象
と
な
る
児
童
・
生
徒

小
学
校

　
平
成
17
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
18
年
４

　
月
１
日
ま
で
の
出
生
者

中
学
校

　
平
成
11
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
12
年
４

　
月
１
日
ま
で
の
出
生
者

●
次
に
該
当
す
る
場
合
は
、
市
学
校
教
育

　
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い

①
対
象
と
な
る
児
童
・
生
徒
を
お
持
ち
の

　
保
護
者
で
２
月
10
日
を
過
ぎ
て
も
「
入

　
学
通
知
書
」
が
届
か
な
い
場
合
や
ご
不

　
明
な
点
の
あ
る
場
合

②
住
所
地
を
変
更
し
た
場
合

　
入
学
通
知
書
は
、
１
月
１
日
現
在
の
住

　
民
基
本
台
帳
に
基
づ
い
て
作
成
し
て
お

　
り
、
そ
の
後
住
所
地
を
変
更
し
た
場
合

　
は
、
市
学
校
教
育
課
へ
届
け
出
て
く
だ

　
さ
い
。

　
必
要
書
類 

「
住
民
異
動
届
の
写
し
」

③
坂
出
市
立
以
外
の
学
校
へ
入
学
す
る
場
合

　
必
要
書
類 

「
合
格
通
知
書
」

④
指
定
学
校
以
外
へ
の
入
学
を
希
望
す
る

　
場
合

　
市
学
校
教
育
課
で
は
住
所
地
に
よ
り
指

定
学
校
を
決
定
し
て
い
ま
す
が
、
何
ら
か

委
員
長
に
荒
木
氏
・
委
員
に
中
井
氏

支
給
対
象

　
戦
没
者
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、
平

成
17
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
21
年
３
月
31

日
ま
で
の
間
に
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助

料
や
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に

よ
る
遺
族
年
金
等
を
受
け
る
か
た
が
亡
く

な
る
な
ど
し
た
こ
と
に
よ
り
、
平
成
21
年

４
月
１
日
に
お
い
て
公
務
扶
助
料
や
遺
族

年
金
等
を
受
け
る
か
た
が
い
な
い
場
合
に

お
け
る
、
次
の
順
番
に
よ
る
ご
遺
族
お
１

人　
盧
　
平
成
21
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷

　
　
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る

　
　
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
か
た

　
盪
　
戦
没
者
等
の
子

　
蘯
　
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し
て

　
　
い
た
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母
④
兄
弟

　
　
姉
妹
（
平
成
21
年
４
月
１
日
に
お
い
て

　
　
遺
族
以
外
の
か
た
と
婚
姻
し
た
こ
と
に

　
　
よ
り
姓
が
変
わ
っ
て
い
る
か
た
、
ま
た

　
　
は
遺
族
以
外
の
か
た
と
養
子
縁
組
し
て

　
　
い
る
か
た
は
除
き
ま
す
。
）

　
盻
　
右
記
蘯
以
外
の
①
父
母
②
孫
③
祖

　
　
父
母
④
兄
弟
姉
妹

　
眈
　
右
記
盧
か
ら
盻
以
外
の
３
親
等
内

　
　
の
親
族
（
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で

　
　
引
き
続
き
１
年
以
上
生
計
関
係
を
有

　
　
し
て
い
た
か
た
に
限
り
ま
す
。
）

■
詳
し
く
は
、
市
ふ
く
し
課
管
理
係

　
　
　
　
　
　
（
蕁
44
・
５
０
０
７
）
へ

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
み
な
さ
ま
へ

小
・
中
学
校
へ
入
学
す
る
児
童
・

生
徒
を
持
つ
保
護
者
の
か
た
へ

第
９
回
特
別
弔
慰
金
の

　 

請
求
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す

〜
請
求
期
限
は

　
　
　
平
成
24
年
４
月
２
日
ま
で
〜

の
理
由
で
指
定
学
校
以
外
の
学
校
へ
の
入

学
を
希
望
す
る
場
合
は
、
市
学
校
教
育
課

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
市
で
は
香
川
県
農
業
振
興
地
域
整
備
基

本
方
針
の
見
直
し
に
基
づ
き
、
農
業
振
興

地
域
整
備
計
画
の
見
直
し
作
業
を
行
っ
て

お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
変
更
案
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
の
で
縦
覧
に
供
し
ま
す
。

縦
覧
期
間

　
２
月
１
日
貉
〜
３
月
２
日
貊

　
　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

　
　
　
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
）

縦
覧
場
所

　
市
産
業
課

異
議
申
出
期
間

　
２
月
１
日
貉
〜
３
月
19
日
豺

■
詳
し
く
は
、
市
産
業
課
農
政
係

　
　
　
　
　
　
（
蕁
44
・
５
０
１
２
）
へ

坂
出
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の

変
更
案
を
縦
覧
で
き
ま
す
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お知らせ

資源有価物入札指名業者の募集

参加資格
・市内の業者であること
・市内でリサイクル物品の取引業の活動実績
　が2年以上あること
・市税を滞納していないこと

募集期間
　2月1日貉～17日貊

■詳しくは、市生活課（蕁46・4503）へ ■詳しくは、市都市整備課（蕁44・5017）へ

坂出市都市計画図（用途図）を
　　　　　　ホームページに掲載
　市では、市民・業者のみなさまの利便性向
上のため、坂出市都市計画図（用途図）を
ホームページに掲載しましたので、ご利用く
ださい。

坂出市都市計画図の閲覧 検索

マルカ食品譁
蕁47・1688

髙田一ぷく堂
☎46・6856

さ
か
い
で
ブ
ラ
ン
ド
に
認
定

名
峰
飯
野
山
。
讃
岐
富
士
と
も
よ
ば
れ

る
そ
の
美
し
く
雄
大
な
姿
を
型
押
し
し

た
白
あ
ん
の
焼
き
菓
子
。

■
詳
し
く
は
、
市
産
業
課

　
　
　
　
　
　
（
蕁
44
・
５
０
１
２
）
へ

次
の
商
品
が
さ
か
い
で

ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
認
定

さ
れ
ま
し
た
。

銘
菓  

讃
岐
富
士

アマンデ洋菓子店
☎45・1828

バ
タ
ー
の
コ
ク
が
坂
出
金
時
人
参
の
甘

味
を
引
き
立
て
ほ
ん
の
り
香
る
シ
ナ
モ

ン
と
レ
モ
ン
の
香
り
が
上
品
な
焼
き
菓

子
。

坂
出
金
時
人
参
ハ
ー
ト
マ
ド

ソ
フ
ト
ク
グ
ロ
フ
坂
出
金
時
人
参

坂
商
生
と
打
合
せ
や
試
作
を
繰
り
返
し

て
完
成
し
た
、
坂
出
特
産
の
塩
を
使
っ

た
塩
カ
ラ
メ
ル
が
旨
み
を
引
き
立
て
て

い
る
プ
リ
ン
。

坂
出
の
昔
塩
が
和
三
盆
糖
蜜
の
バ
タ
ー

ク
リ
ー
ム
の
旨
み
と
甘
味
を
引
き
出
し

た
上
品
な
甘
さ
の
お
菓
子
。

そ
る
と
ろ
ぷ
り
ん

讃
岐
ブ
ッ
セ

坂
出
の
塩
を
使
用
し
、
坂
出
金
時
人
参

や
大
根
、
胡
瓜
、
ご
ぼ
う
の
４
品
を
そ

れ
ぞ
れ
別
々
に
も
ろ
み
醤
油
で
じ
っ
く

り
熟
成
調
味
し
た
風
味
豊
か
な
し
ょ
う

ゆ
漬
。

さ
ぬ
き
も
ろ
み
漬

さ
か
い
で
ブ
ラ
ン
ド
に
認
定

パティスリーユタカ
☎85・6500

そるとろ
ぷりん

讃岐
ブッセ

　
総
務
大
臣
表
彰
受
賞
者

　
　
中
澤
　
由
春
（
福
江
町
二
）

　
経
済
産
業
大
臣
表
彰
受
賞
者

　
　
久
米
　
孝
子
（
八
幡
町
三
）

　
香
川
県
知
事
感
謝
状
受
賞
者

　
　
井
上
　
昌
美
（
西
庄
町
）

　
香
川
県
統
計
協
会
長
表
彰
受
賞
者

　
　
藤
本
　
末
義
（
川
津
町
）

　
　
三
宅
　
明
美
（
白
金
町
二
）

　
香
川
県
統
計
協
会
長
感
謝
状
受
賞
者

　
　
㈲
ア
ル
テ
ィ
坂
出
（
加
茂
町
）

　
　
中
讃
協
業
生
コ
ン
㈱
（
入
船
町
一
）

　
香
川
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者

　  

第
３
部
（
小
学
校
５
〜
６
年
）
佳
作

　
　
　
　
　
賢
勇
（
　
　
小
６
年
）

　
　
　
　
　
治
輝
（
　
　
小
６
年
）

　
　
　
　
　
倖
生
（
　
　
小
６
年
）

　
平
成
23
年
度
統
計
調
査
功
労
者
・
優
良

事
業
所
と
し
て
、
去
る
11
月
10
日
、
県
庁

ホ
ー
ル
に
お
い
て
表
彰
状
伝
達
式
が
行
わ

れ
、
市
関
連
で
は
次
の
か
た
が
た
が
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

県
知
事
表
彰

統
計
功
労
表
彰

住
谷
　
峰
代
　
氏

与島町  63歳
統計調査員

統計調査功労
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私
は
台
所
に
立
つ
の
は
大
人

に
な
っ
て
か
ら
だ
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
で
も
、
「
ヒ
ト
は
食

に
よ
っ
て
人
に
な
る
」
の
お
話

し
会
の
と
き
、
私
よ
り
小
さ
い

学
年
の
２
人
の
兄
弟
が
お
弁
当

を
作
っ
て
い
る
映
像
を
見
て
、

今
か
ら
で
も
台
所
に
立
っ
て
も

い
い
と
思
い
ま
し
た
。
映
像
で

は
朝
早
く
か
ら
起
き
て
、
男
の

子
が
朝
ご
飯
を
作
り
、
女
の
子

が
２
人
の
お
弁
当
を
作
っ
て
い

ま
し
た
。
み
そ
汁
と
か
目
玉
焼

き
と
か
火
を
使
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
物
も
上
手
に
作
っ
て
い

ま
し
た
。

　
映
像
を
見
た
り
、
お
話
を
聞

い
た
り
し
て
、
小
さ
い
時
か
ら

お
手
伝
い
を
し
て
い
た
ら
、
大

き
く
な
っ
て
も
役
に
立
つ
し
、

も
し
、
お
家
の
人
が
仕
事
と
か

で
遅
く
な
っ
て
、
家
で
一
人
に

な
っ
て
も
困
ら
な
い
と
い
う
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
次
の
日
、
学
校
か
ら
帰
っ
て

か
ら
、
自
分
で
料
理
を
し
て
み

ま
し
た
。
私
は
卵
焼
き
に
挑
戦

し
て
み
ま
し
た
。
卵
焼
き
だ
っ

た
ら
簡
単
だ
と
思
っ
た
け
ど
、

ひ
っ
く
り
返
す
の
に
失
敗
し
た

り
、
焦
が
し
た
り
し
て
と
て
も

難
し
か
っ
た
で
す
。
そ
れ
に
、

火
を
使
っ
て
い
る
と
少
し
も
目

が
離
せ
ま
せ
ん
。
母
は
料
理
を

し
な
が
ら
、
テ
ー
ブ
ル
の
上
を

片
付
け
た
り
し
ま
す
。
余
裕
の

あ
る
母
は
す
ご
い
と
思
い
ま

す
。

　
私
は
今
、
お
風
呂
の
そ
う
じ

や
洗
濯
物
を
入
れ
た
り
、
た
ま

に
は
お
父
さ
ん
の
お
弁
当
を
作

っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
お
父
さ

ん
は
必
ず
、

「
お
い
し
か
っ
た
よ
。
」

と
言
っ
て
く
れ
ま
す
。
私
は
そ

ん
な
と
き
作
っ
て
よ
か
っ
た
な

と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
家
族
の
た
め

に
、
ま
た
、
自
分
の
た
め
に
私

の
で
き
る
こ
と
を
し
て
い
き
た

い
で
す
。

　　小  6年
　　  優奈  さん

人
権
月
間
で
学
ん
だ
こ
と

　　小  6年
　　  明穂  さん

　
私
の
学
校
で
は
、
毎
年
人
権

月
間
が
あ
り
、
全
校
生
で
人
権

に
つ
い
て
考
え
て
い
ま
す
。
今

年
の
テ
ー
マ
は
、
「
増
や
そ

う
あ
た
た
か
い
言
葉
・
な

く
そ
う
い
や
な
言
葉
」
で

す
。
今
、
学
校
で
は
悪
口

を
言
っ
た
り
、
注
意
し
て
も

聞
い
て
く
れ
な
い
か
ら
い
や
な

言
葉
を
言
っ
た
り
す
る
こ
と
が

多
い
の
で
、
言
葉
に
つ
い
て
考

え
る
人
権
月
間
と
な
り
ま
し

た
。

　
私
た
ち
６
年
生
は
、
ま
ず
、

縦
割
り
班
で
大
な
わ
と
び
を
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
大
な
わ

と
び
で
回
数
の
目
標
を
決
め
て

や
れ
ば
、
失
敗
し
て
も
助
け
合

っ
た
り
、
協
力
し
た
り
で
き
る

と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
や
っ
て

み
る
と
下
級
生
を
上
級
生
が
支

え
て
一
緒
に
と
ん
だ
り
、
い
つ

入
れ
ば
い
い
か
を
教
え
た
り
し

て
い
ま
し
た
。
だ
れ
か
が
つ
ま

ず
い
て
も
責
め
な
い
で
「
次
に

が
ん
ば
れ
ば
い
い
よ
。
」
と
か

「
ど
ん
ま
い
。
」
と
は
げ
ま
し

て
い
ま
し
た
。
次
に
、
全
校
生

で
な
か
よ
く
楽
し
め
る
ゲ
ー
ム

も
考
え
て
し
ま
し
た
。

　
人
権
月
間
で
は
、
あ
た
た
か

い
言
葉
が
増
え
て
い
や
な
言
葉

が
前
よ
り
も
減
っ
て
い
っ
た
の

で
、
み
ん
な
が
気
を
つ
け
れ
ば

あ
た
た
か
い
言
葉
が
た
く
さ
ん

の
学
校
に
な
る
の
だ
な
と
思
い

ま
し
た
。
今
ま
で
私
は
悪
口
を

聞
い
た
と
し
て
も
、
聞
か
な
い

ふ
り
を
し
て
い
ま
し
た
。
注
意

す
る
と
や
り
返
さ
れ
る
か
ら
で

す
。
　
　

　
で
も
、
わ
た
し
は
こ
れ
か
ら

い
じ
め
て
い
る
人
に
優
し
く
注

意
し
て
、
困
っ
て
い
る
人
が
い

た
ら
自
分
か
ら
進
ん
で
「
ど
う

し
た
の
。
」
と
聞
い
て
、
あ
た

た
か
い
言
葉
が
た
く
さ
ん
の
学

校
に
し
た
い
で
す
。

私
が
家
族
に
で
き
る
こ
と



　私たちは西庄公民館で、童謡・唱歌・叙情歌・懐
メロ等を楽しく歌っています。
　カセットテープやＣＤを何回も聞き曲を選んで歌
います。新しくメロディ楽器木琴を取り入れて、
「どんぐりころころ」「かごめかごめ」等、やさし
くて懐かしい曲を演奏しています。歌が好き、お
しゃべりが好き、食べるのも好きな8人で健康に気
をつけて頑張って歌っています。毎月第1・2・3水
曜日の午後1時から3時まで練習しています。
　歌に興味のあるかたは気軽にお越しください。

みんなの広場

坂出中学校 吹奏楽部フレッシュクラブ

代表  中村  広子

学園広場
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　坂出中学校吹奏楽部23人です。3年生引退後は、2
年生が中心となって1年生を指導しています。美し
い音色、輝く響きをめざして、日々、基礎練習やロ
ングトーンに力を入れて練習に励んでいます。『め
ざせ金賞、心の合奏』をモットーに、入学式、夏の
コンクール、瀬戸大橋パレード、秋のあすなろ祭、
冬のアンサンブルコンテスト、3月のスプリングコン
サート等、学校内外のさまざまな行事で活躍してい
ます。聴いてくださるみなさまの心に届くハーモ
ニーを奏でられるよう頑張りたいと思います。

部長  2年  　　  菜奈見

103

加
茂
町
に
お
住
ま
い
の

大
山  

　
勝
　
さ
ん
（
80
歳
）

　
　  

登
喜
子
さ
ん
（
80
歳
）

　
　
　    

ご
夫
妻
の
お
宅
に

結婚後50年を振り返って
　加茂町生まれ。実家が運送業をしていて、兄と2人で
その跡を継ぎました。
　　　私は大阪生まれ。昭和20年の空襲で、詫間へ罹
災引き揚げしてきました。終戦日には悔しさと大阪へ
戻りたいという気持ちが入り混じり、庭で泣き崩れま
した。主人との出会いは、今でいう合コンです。無口で
すが、すごく格好よかったんですよ。
　加茂の烏帽子山で昭和37年から採石・販売業を始め
ました。ここで採れるのは、安山岩と呼ばれる穴のあ
いた石。加工してもしやすく、そのまま庭にも置ける
ので、庭石としてとても人気がありました。
　　　ある日、採石中に石斧が出てきたことがありま

勝

登喜子

勝

登喜子

した。調べてもらうと、それはなんと弥生後期の伊予
石である可能性が高いとのこと！交通手段も満足に
なかった弥生時代の愛媛の石が、どうして遠く離れた
ここ坂出にあるのかと本当に不思議でしたが、遥かな
る昔に想像を巡らせ、歴史のロマンに触れられた出来
事でした。
　19年間民生委員を務めた後、地域で仲間づくりの会
を立ち上げました。みんなで月に1回集まっておしゃ
べりしたり、ときには講師を招いてお話を聞いたり。
一人暮らしの高齢者も楽しみにしてくれていて、私も
次の開催が待ち遠しいほどです。

今の楽しみ
　　　娘夫婦の仕事が忙しく、3人の孫の面倒をよく
見ていました。孫たちは大きくなった今も慕ってく
れ、買い物の相談やデコメールのやり取りもします。
夫や娘夫婦に囲まれ、3人の孫の成長を楽しみにして
いる今が、人生で一番の幸せを感じています。
　65歳で石材業を引退してからは、農業にはまり畑に
通うのが日課です。ついには畑にベッド完備のプレハ
ブ小屋を建てたほど。疲れたら無理せずそこで休憩し
ます。畑ではいちじくや柿を栽培し、採れた柿は干し
柿や吊るし柿にして全国の友達や親戚に送るんです。
毎年恒例の私からの季節の便りです。

登喜子

勝

221

おのいし

り

さい



福祉避難所(二次避難所)に関する協定締結福祉避難所(二次避難所)に関する協定締結福祉避難所(二次避難所)に関する協定締結

市本庁舎中庭「クリスマスミニコンサート」市本庁舎中庭「クリスマスミニコンサート」市本庁舎中庭「クリスマスミニコンサート」

海面清掃兼油回収船「美讃」就航海面清掃兼油回収船「美讃」就航海面清掃兼油回収船「美讃」就航
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カメラリポート

　12月22日、大規模災害時において長期間の避難生
活を送る必要が生じた場合、災害時要援護者（高齢者
や障がい者等）を介護職員や福祉設備が充実している
福祉施設に二次避難所として受け入れていただこう
と市は、坂出市福祉老健施設連絡協議会、社会福祉法
人若竹会および医療法人社団五色会と福祉避難所（二
次避難所）に関する協定を締結しました。
この協定により、災害時に開放される施設は17カ所。
市と福祉施設が連携し状況に応じた支援を目指しま
す。

 12月22日、市民が憩える場として再整備した市本庁
舎中庭において、ピアニストの好井一條さん（川津
町）によるクリスマスミニコンサートが開催されま
した。
 コンサートでは、好井さんの軽快なトークとピアノ
演奏で観衆を魅了していました。
 好井さんは、被爆ピアノを演奏して、全国各地の施
設や小学校で、平和を訴えピアノコンサートを続け
ています。(平成23年12月号「人ほのぼの」で紹介。)

 1月12日、海面清掃兼油回収船「美讃」就航記念式
典が母港として就航する坂出港において行われまし
た。
 国土交通省四国地方整備局に新たに配備される「美
讃」には、さまざまな最新の機器を搭載し、より効
率的な海面浮遊ごみの回収や油回収が可能となり、
また海洋環境調査に必要な設備を搭載する等、今
後、さまざまな場面での活躍が期待されています。

成人式成人式成人式
 1月8日、成人式が市民ホールにて開催され、491人
が大人の仲間入りをしました。
 「ＦＬＯＷＥＲ～愛をこめて花束を～」をテーマに
新成人代表が企画した「はたちの祭典」では、思い
出の場面がスライド上映され、会場は懐かしさのあ
まり大きな歓声が上がりました。引き続き行われた
「記念式典」では、新成人代表の大　和晃さん（府
中校区）と藤本優さん（加茂校区）が成人のことば
を述べ、新成人としての第1歩を踏み出すことへの決
意を胸にしました。



さかいでブランドをアピールさかいでブランドをアピールさかいでブランドをアピール

思い出の校舎に感謝して思い出の校舎に感謝して思い出の校舎に感謝して
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カメラリポート

　1月8日・9日、坂出小学校（旧中央小学校）でThanks 
Party 「ありがとう さようなら 思い出の校舎」が開催
されました。同地に建設される新市立病院の工事のた
め、現在の校舎は今春解体されることが決まっていま
す。
　8日には、ご自身も中央小学校出身で、世界的に活躍
されている小濱妙美さん・良子さんによるコンサート
が披露されたほか、一般に校舎が開放され、訪れた卒
業生や地域のかたたちはそれぞれ懐かしい記憶に想
いを馳せていました。

日本学生科学賞入賞日本学生科学賞入賞日本学生科学賞入賞
 12月28日、　　中1年の、　　ゆかさんと　　涼太さ
んの研究「岩黒島の岩石の研究（Ⅱ）～白くなる黒浜～」
が「第55回日本学生科学賞」の中央審査で読売理工工
学院賞に選ばれたことに伴い、　　さんと　　さんが
市長に受賞報告を行いました。
　研究は、黒っぽい砂が特徴の地元の「黒浜」について、
地元の漁師から浜の砂が以前と比べて白くなっている
と話を聞き原因の研究を始めたものです。2人は「黒浜
の黒と白の砂の割合を数えるのが大変だったが、これ
からも研究をしていきたい」と話していました。

　12月17日、18日、香川の食の魅力をＰＲする、さ
ぬきうまいもん祭り「食の大博覧会」がサンメッセ香
川（高松市）で開催されました。
　坂出からもさかいでブランド商品をＰＲしようと、
市やさかいでブランド認
定事業者等のブースが設
けられ、各ブースとも
に、会場を訪れた多くの
家族連れなどで賑わって
いました。

出初式出初式出初式
 1月8日、新春恒例の消防出初式が白峰中学校におい
て行われました。
 消防団・職員の士気の高揚を図るとともに、市民の
火災予防に対する認識を一層高めることを目的とし
たもので、市消防本部、市消防団、番の州地区特別
防災協議会、婦人防火クラブから約650人、消防車両
65台が参加。
 市長閲団の後、地域防災に功績のあった個人、団体
の表彰があり、53人3団体が表彰されました。



今月は坂出の特産品、坂出三金時の「金時人参」「金時いも」「金時みかん」
を紹介してみましょう。

知っ得情報
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海抜標示マップをご
存じですか？

　今回は、昨年坂出市震災対策避難防災訓練でも展
示した海抜標示マップについて紹介します。
　海抜標示マップは、東京湾平均海面を基準として
地盤高（海抜）6ｍまでは1ｍごとに7段階、10ｍまで
は2ｍごと2段階、40ｍまでは10ｍごと3段階の12段階
に区分し色分けして標示した地形図です。
　坂出市津波高潮ハザードマップは安政南海地震規
模（Ｍ8.4）の発生を前提とした浸水地域を標示して
いますが、規模が違えば目安としてしか使えませ
ん。しかし、海抜標示マップは地形データそのもの
なので、災害規模に関わらず地形情報として活用す

ることができます。津波水位が1～3ｍであれば地盤
高4ｍ以上、5～9ｍであれば10ｍ以上、10～19ｍであ
れば20ｍ以上の避難場所に逃げればよいわけです。
　海抜標示マップは、みなさんが自ら情報を得て地
域とともに判断し行動するという「自助」「共助」
の活動基盤となり得るものです。今後、ハザード
マップとあわせて公表を考えておりますので、地域
とともに一時避難所や避難経路を考える際にお役立
てください。
問合先　市職員課危機監理室（蕁44・5023）

保険料納付は、

　お得な前納制度を利
用しましょう

　国民年金保険料は、1年分、半年分等、一定期間の保険
料をまとめて納めると、保険料が割引されます。毎月納
付する手間が省け、納め忘れの心配もありません。
　1年前納は、4月分から翌年3月分を4月末までに納め
ます。半年前納は、4月分から9月分を4月末までに、10月
分から翌年3月分を10月末までに納めます。1年分、半年
分以外でもご希望の月から前納できます。
●口座振替による前納は「さらにお得」です。
　口座振替なら預貯金口座から毎月自動的に引き落と
されるので、納め忘れがなく、確実です。また、口座振替
で1ヵ月の前納制度を選択することもできます。通常の
引き落としは翌月末ですが、当月末に引き落としをす
ると月々の保険料が50円お安くなります。そのほか、1

年前納、半年前納にすると現金納付よりさらに割引が
ありお得です。（ただし2月末、8月末までに手続きが必
要です。）
●クレジットカードでもお支払いいただけます
　クレジットカード納付は、定期的にクレジットカー
ド会社が立替払いし、クレジットカード会社からカー
ド会員のかたに請求する方法です。納付方法は毎月納
付、1年または半年前納があります。割引額は現金での
前納割引額と同じです。（ただし2月末、8月末までに手
続きが必要です。）

問合先　高松西年金事務所　国民年金課
　　　　　　　　　　　　　　（蕁087・822・2841）

坂出は三金時で知られています。「金時」とは赤い
ことを意味します。

坂出は「金時人参」の世界一の生産地です。

「金時いも」は夏に収穫され、とても甘い味がしま
す。

 「金時みかん」は温暖な気候と日照時間に育まれた
プレミアムなみかんです。

Sakaide’s Specialties in EnglishSakaide’s Specialties in English



8日貉  9：30～11：00 実技  音楽に合わせて体操教室 運動指導士  尾島  文子
2日貅  9：30～11：00 実技  椅子に座って体操教室 運動指導士  池田  陽子

地域保健センター11日豢    9：00～11：00
13：00～15：00

保健・医療情報
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市けんこう課（☎44・5006）

内　　容 と　　き 対　　象
■母子保健行事  ところ  地域保健センター  ☎45・7437

と　　き
9:00 ～ 12:006日  豺

■栄養相談（要予約）

3～4ヵ月児健康診査

1歳6ヵ月児健康診査

2歳児相談

3歳児健康診査

ことばの相談（要予約）

離乳食講習

子育てサークル

7日貂13：15～14：45

16日貅13：15～14：45

9日貅  9：30～11：00

23日貅13：15～14：45

9日貅13：30～15：30

3日貊10：00～11：30

21日貂13：30～15：00

平成23年10月生まれ

平成22年8月生まれ

平成22年2月生まれ

平成20年7月生まれ

言葉の遅れや発音が気になるかた

生後3～４カ月

生後3カ月～1歳

パパママ学級（要予約） 22日貉13：30～15：30 妊婦さんと家族

かもめ教室（要予約） 21日貂  9：30～11：30 子育てに不安のあるかたのサークル

■健康教室

市民ふれあい会館

市民武道場

市地域包括
支援センター
44・5091

と　　き 内　　容 講　　師 ところ 問合先

市立病院
2Ｆ講堂

市立病院
46・5131

14日貂14：00～15：00

22日貉14：00～15：00

17日貊14：00～15：30 実技  音楽に合わせて体操教室 運動指導士  中村  麻紀

運動指導士  渡里  美佳

講話  家庭でできるノロ（感染性胃腸炎）対策

28日貂14：00～15：30

23日貅  9：30～11：00 実技  男性はつらつ教室

感染管理認定看護師  遠山  三友紀
15日貉14：00～15：00

講話  骨粗しょう症について 整形外科医員  飯田  奈津子

市けんこう課
44・5006

ところ
地域保健センター

と　　き ところ
8:30 ～ 17:00月～金曜日

■健康相談

市けんこう課

■がん検診（要予約）
ところ内　　容

地域保健センター胃がん検診
（バリウム検査）

と　き

4日貍    8：40～10：30

地域保健センター子宮がん検診 4日貍  14：00～15：30

糖尿病教室  お酢のパワーを知ろう 糖尿病内科部長  大工原 裕之

9日貅14：00～15：30 医師  三木  洋講話  胸焼け、ゲップは逆流性食道炎のサイン？！
市民ふれあい会館

16日貅  9：30～11：00 運動指導士  渡里  美佳実技 ゆっくりリラックス♪リラクゼーションエクササイズ

と　　き ところ
13:30 ～ 16:302日  貅

■こころの健康相談（要予約）

地域保健センター

魅力倍増！
　～わたしカラーを見つけよう～16日貅14：00～15：30

28日貂14：00～15：00
実技  椅子に座って体操教室 運動指導士  森  明美
座談会  認知症家族会「ほほえみの会」

●特製メニューでみんな健康＆笑顔になーれ！
  日時　①3月1日貅  ②3月29日貅
  　　　午前10時30分～午後2時
  会場　ガス生活館  ピポット坂出
  定員　25人（2月1日貉より受付、先着順）
  参加料　1人200円
  準備物　エプロン、三角巾
  ※お申込みは漓滷どちらかの日程です。
  問合先　市けんこう課（蕁44・5006）

■ヘルシークッキング教室（講話・調理実習）

乳がん検診
（視触診・マンモグラフィー検査）

北條クリニック
江尻町（☎46・2201）

※当番医院のお知らせは（☎45・0199）（自動音声案内が流れます）　診療時間9：00～18：00

  5豸
国重まこと医院
笠指町（☎46・5501）

高尾医院
元町一（☎46・5111）

宇多津クリニック
宇多津町（☎56・7777）11豢

三木内科胃腸科医院
宮下町（☎46・3658）

眞鍋外科内科医院
宇多津町（☎49・6611）

12豸

坂出市立病院
文京町一（☎46・5131）

坂出市立病院
文京町一（☎46・5131）

■休日当番院
日 内科および小児科 外　　科

26豸
聖マルチン病院
谷町一（☎46・5195）

聖マルチン病院
谷町一（☎46・5195）

回生病院
室町三（☎46・1011）

19豸

回生病院
室町三（☎46・1011）

講話  ミュージック・ヒーリング
　～音楽でココロいきいき、カラダはつらつ～9日貅  9：30～11：00 ヨーガ講師  野方  國枝

カラーコーディネーター
　　　　   小見山  順子

こども相談（要予約） 子育てに不安のあるかた17日貊13：30～15：30
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３
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午
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８
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２
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２
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ぬ
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富
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山
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ー
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日
時
　
３
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４
日
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午
前
９
時
45
分
〜

集
合
場
所
　
飯
野
町
登
山
口
野
外
活
動

　
セ
ン
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亀
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）
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50
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０
０
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５
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Ｈ
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３
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２
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３
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24
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度
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り
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室 

児
童
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集
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に
お
い
て
保

　
育
す
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が
い
な
い
小
学
１
〜
３
年

　
生
の
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童

※
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校
か
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で
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き
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迎
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す
。

定
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応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

募
集
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間
　
２
月
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日
豺
〜
17
日
貊
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後
５
時
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出
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）

募

　

集

20

催

　

し

源
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物
語
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座

日
時
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月
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日
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午
前
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時
〜
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場
　
大
橋
記
念
図
書
館

講
師
　
香
川
大
学
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誉
教
授 

佐
藤 

恒
雄 

氏

坂
出
囲
碁
研
修
会

日
時
　
２
月
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日
豸 

午
前
９
時
〜

会
場
　
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

参
加
料
　
１，
０
０
０
円
（
昼
食
代
含
む
）

問
合
先
　
坂
出
囲
碁
研
修
会 

田
中

　
　
　
　
　
　
　
　（
蕁
47
・
２
９
０
１
）

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
募
集

応
募
資
格
　
22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
か

　
た（
平
成
25
年
４
月
１
日
現
在
）

※

た
だ
し
、
大
学
院
修
士
課
程
修
了
者

　（
見
込
含
）は
28
歳
未
満
の
か
た

受
付
期
間
　
２
月
１
日
貉
〜
４
月
27
日

　
貊
必
着 

一
次
試
験
日
　
５
月
12
日
貍

申
込
・
問
合
先
　
自
衛
隊
丸
亀
地
域
事

　
務
所（
蕁
23
・
６
４
２
０
）

ち
び
っ
こ
探
険
学
校
ヨ
ロ
ン
島

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

参
加
者
募
集

日
時
　
３
月
27
日
貂
〜
４
月
２
日
豺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
６
泊
７
日
）

会
場
　
鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
町

か
が
わ
長
寿
大
学
受
講
生
募
集

開
講
期
間
　
平
成
24
年
４
月
〜
平
成
26

　
年
３
月（
２
年
制
）

対
象
　
香
川
県
在
住
で
、
満
60
歳
以
上
の

　
か
た（
平
成
24
年
４
月
１
日
現
在
）

※

過
去
に
か
が
わ
長
寿
大
学
を
受
講
し

　
た
こ
と
の
な
い
か
た
に
限
り
ま
す
。

会
場
　
香
川
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
高
松
市
）

定
員
　
１
９
０
人

　
　
　（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

受
講
料
　
１
年
間
に
つ
き
２
５，
０
０
０
円

申
込
　
往
復
は
が
き
に
、住
所
・
氏
名（
ふ

　
り
が
な
）・
生
年
月
日
・
年
齢
・
性
別
・

　
電
話
番
号
お
よ
び
「
か
が
わ
長
寿
大
学

　
受
講
希
望
」と
記
入
し
、左
記
へ
。

募
集
締
切
　
２
月
29
日
貉 

当
日
消
印
有
効

問
合
先
　
譛
か
が
わ
健
康
福
祉
機
構

　
長
寿
社
会
部

　
　（
蕁
０
８
７
・
８
６
３
・
０
２
２
２
）

　
〒
７
６
０-

０
０
１
７ 

高
松
市
番
町
一
丁
目
10-

35

222

対
象
　
小
学
生
３
０
０
人（
先
着
順
）

申
込
締
切
　
３
月
７
日
貉

※

２
月
11
日
豢
午
前
９
時
〜
、
岡
山
国
際

　
交
流
セ
ン
タ
ー
（
岡
山
市
）
で
説
明
会

　
が
あ
り
ま
す
。

問
合
先
　
譛
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　
　（
蕁
０
３
・
６
４
５
９
・
４
６
６
１
）

ま
ん
で
が
ん
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　in sp

ring
 

２
０
１
２

　
青
年
会
指
導
の
下
、高
校
生
た
ち
と
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
２
月
19
日
豸

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

会
場
　
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　（
現
地
集
合
）

定
員
　
小
学
生
24
人

　
　
　（
応
募
者
多
数
の

　
　
　
　
　
　
場
合
は
抽
選
）

参
加
料
　
５
０
０
円

申
込
　
２
月
13
日
豺
ま
で
に
左
記
へ
。

問
合
先
　
市
社
会
教
育
課

　
　
　
　
　
　
　
　（
蕁
44
・
５
０
２
６
）
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花
き
展
示
品
評
会

日
時
　
２
月
４
日
貍
〜
５
日
豸 

午
前
９

　
時
〜
午
後
５
時（
５
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

会
場
　
市
民
ホ
ー
ル

内
容
　

  

・
切
花
の
展
示
、洋
ラ
ン
・
サ
イ
ネ
リ
ア
・

　 

観
葉
植
物
等
の
鉢
物
の
展
示
即
売

  

・
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
押
し
寿

　 

司
、鯛
め
し
な
ど
も
同
時
即
売
！

問
合
先
　
市
産
業
課（
蕁
44
・
５
０
１
２
）

昭
和
15
年
の
坂
出
を
歩
く

　
ま
ち
歩
き
シ
リ
ー
ズ
第
２
弾
。昭
和
15

年
の
地
図
を
手
に
、
坂
出
の
魅
力
を
再
発

見
し
ま
せ
ん
か
？

日
時
　
２
月
18
日
貍 

午
前
９
時
〜

集
合
場
所
　
Ｊ
Ｒ
坂
出
駅
北
口

定
員
　
30
人（
先
着
順
）

参
加
料
　
無
料

問
合
先
　
坂
出
の
街
を
楽
し
む
会  

塩
崎

　
　
　
　
　
　
　
　（
蕁
46
・
３
８
７
５
）

全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日
相
談
所
開
設

日
時
　
２
月
12
日
豸

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

会
場
　
サ
ン
ポ
ー
ト
ホ
ー
ル
高
松（
高
松
市
）

　
高
松
法
務
局
丸
亀
支
局（
丸
亀
市
）

　
観
音
寺
市
立
中
央
図
書
館（
観
音
寺
市
）

相
談
内
容
　
登
記
、
戸
籍
・
国
籍
、
供
託
、

　
人
権
、公
証
事
務

問
合
先
　
高
松
法
務
局  
民
事
行
政
調
査

　
官
室（
蕁
０
８
７
・
８
２
１
・
６
３
４
２
）

香
川
運
輸
支
局
か
ら
の
お
願
い

　
年
度
末
は
窓
口
が
混
雑
し
ま
す
の
で
、

自
動
車
の
検
査
、
廃
車
、
名
義
変
更
等
に

つ
い
て
は
、
早
め
の
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。

※

軽
自
動
車
関
係
は
、
軽
自
動
車
検
査
協

　
会（
蕁
０
８
７
・
８
７
０
・
６
６
７
６
）

　
で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
先
　
香
川
運
輸
支
局

　
検
査
関
係

　   

（
蕁
０
８
７
・
８
８
２
・
１
３
５
５
）

　
登
録
関
係

　   

（
蕁
０
５
０
・
５
５
４
０
・
２
０
７
５
）

広報の広告募集について
　広報さかいでに広告掲載を希望されるかたは、
西日本放送サービス株式会社（蕁0877・25・5558）までお申し込みください。

無
料
調
停
相
談
会

日
時
　
２
月
23
日
貅

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

会
場
　
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
合
先
　
丸
亀
調
停
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　（
蕁
23
・
５
２
７
０
）

自
動
車
事
故
の
被
害
に
遭
わ
れ
た
か
た
へ

　
自
動
車
事
故
が
原
因
で
、
重
度
の
後
遺

障
害
が
あ
り
、
常
時
ま
た
は
随
時
の
介
護

が
必
要
な
状
態
に
あ
る
か
た
に
介
護
料

の
支
給
を
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
自
動
車
事
故
が
原
因
で
保
護
者

が
死
亡
さ
れ
た
あ
る
い
は
重
度
の
後
遺

障
害
を
残
し
た
た
め
生
活
が
困
窮
し
て

い
る
ご
家
庭
の
交
通
遺
児
等
に
無
利
子

の
貸
付
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

問
合
先
　
独
立
行
政
法
人  

自
動
車
事
故

　
対
策
機
構 

高
松
主
管
支
所

　
　（
蕁
０
８
７
・
８
５
１
・
６
９
６
３
）

そ

の

他

も
の
づ
く
り
研
究
発
表
会

日
時
　
２
月
25
日
貍 

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

会
場
　
四
国
職
業
能
力
開
発
大
学
校（
丸
亀
市
）

入
場
料
　
無
料

問
合
先
　
四
国
職
業
能
力
開
発
大
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　（
蕁
24
・
６
２
９
８
）

第
11
回
さ
か
い
で
楽
市
楽
座 
二
月
市

日
時
　
２
月
19
日
豸 

午
前
８
時
〜
午
後
１
時

会
場
　
駅
前
お
よ
び
そ
の
周
辺

※

出
店
者
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
発
表
希
望

　
者
随
時
募
集
中
。

問
合
先
　
坂
出
商
工
会
議
所
青
年
部

　
　
　
　
　
　
　
　（
蕁
46
・
２
７
０
１
）

大
学
通
信
教
育
合
同
入
学
説
明
会

日
時
　
２
月
19
日
豸 

午
前
11
時
〜
午
後
４
時

会
場
　
岡
山
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
岡
山
市
）

対
象
　
一
般
お
よ
び
高
校
生

参
加
料
　
無
料
　
　
申
込
　
不
要

問
合
先
　
私
立
大
学
通
信
教
育
協
会

　
　（
蕁
０
３
・
３
８
１
８
・
３
８
７
０
）

離
島
人
材
育
成
基
金
助
成
事
業

対
象
　
離
島
に
在
住
し
て
い
る
か
た
、
も

　
し
く
は
離
島
で
活
動
し
て
い
る
グ
ル

　
ー
プ
・
団
体
等

助
成
対
象
事
業
　
次
の
事
業
の
う
ち
、
離

　
島
の
人
材
育
成
の
た
め
、
自
ら
新
た
に

　
取
り
組
む
事
業

盧
　
離
島
の
産
業
振
興
に
係
る
事
業

盪
　
離
島
の
生
活
・
文
化
・
福
祉
の
向

　
上
に
係
る
事
業

蘯
　
他
地
域
と
の
交
流
推
進
に
係
る
事
業

盻
　
そ
の
他
人
材
育
成
に
必
要
な
事
業

応
募
締
切
　
２
月
14
日
貂

事
業
実
施
期
間
　

　
４
月
１
日
〜
平
成
25
年
２
月
28
日

助
成
金
額
　
助
成
対
象
経
費
の
３
分
の

　
２
以
内（
限
度
額
１
０
０
万
円
）

問
合
先
　
市
政
策
課（
蕁
44
・
５
０
０
１
）



12月1日～31日

休館日　6日豺、13日豺、20日豺、27日豺、29日貉
月曜休館

4日貍
8日貉
11日豢
14日貂
18日貍

毎週貂・貍

7日貂 13：30～ブックスタート
（場所：地域保健センター）

7日
14日
21日
28日
1日
8日
15日
2日
9日
16日
23日
3日
10日
17日

火

木

金

水

セ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ワ
ン
ダ
ー
を
探
し
て

福
岡  

伸
一  

著

市の施設情報

（届出時に承諾を得て掲載しています）

坂出市小学生版画作品展
2月16日貅～21日貂  最終日は15:00まで

附属特別支援学校作品展
2月  7日貂～14日貂  最終日は15:00まで

22

火曜休館

大橋記念図書館

「
本
屋
」は
死
な
な
い

石
橋  

毅
史  

著

映画の会
わらべうたであそぼう
紙芝居の会
ゆりかごおはなし会
紙芝居の会
ぱそこん寺子屋

14：00～
11：00～
14：00～
10：30～
11：00～
9：00～

心
を
も
つ
ロ
ボ
ッ
ト

武
野  

純
一  
著

仏像彫刻

第33回  毎日児童生徒書き初めコンクール
会 期
入館料

2月9日貅～12日豸  最終日は16:00まで
無料

会 期
入館料

2月18日貍～3月4日豸
無料

第26回  現代仏像彫刻展

日 曜 行　　事　　名
4 土

花き展示品評会
5 日
19 日 ルンビニ幼稚園お遊戯会
25 土

チャリティカラオケ発表会
26 日

国民健康保険税…… 8期
介護保険料………… 8期
後期高齢者医療保険料…8期

・納期限は、2月29日貉です。

・市税は納期内に納めましょう。
・お支払いは便利な口座振替で。

100万円 鎌田 正隆（本町一）

寄付の使途　なごみとゆとりを
　　　　　　感じるまちづくり

ふるさと坂出応援寄付ふるさと坂出応援寄付

2
月
の
水
道
当
番
店

小林水道
46-5977
中山住設
46-4427
山田管工業
46-1894
小林水道
46-5977
中山住設
46-4427
山田管工業
46-1894

キ
ト
ロ
工
業
所
4
2-

0
1
2
6

森崎工業
46-1371
中條電機水道
46-4261
旭電機水道
46-2898
松岡水道
46-4602

鈴木設備商会
46-2021
長尾環境設備
46-3863

1

十河電機水道
47-0328
ナカトミ
47-0729

十河電機水道
47-0328
ナカトミ
47-0729

長
尾
環
境
設
備
4
6-

3
8
6
3

昇栄水道
48-0358

綾川水道
48-0538

高橋産業
46-4984

昇栄水道
48-0358
高橋産業
46-4984

藤堂設備
48-2860

大信総業
46-1372
光産業
46-5096

田中水道
46-2807

高倉工業所
46-3057
山田水道
46-3794

ナニワヤ
46-5656

多田羅水道
46-3053
藤沢住設
46-2192

府　　中
松　　山
島しょ部
坂 出 小
加　　茂
瀬　　居
林　　田
川　　津
王　　越
府　　中
金山・江尻
東　　部
附　　属
西　　庄

みんなあつまれ！図書館へ
～図書館友の会 ボランティア交流会～
25日貍  10：00～11：30

参加自由



相談あれこれ
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職業相談（40 歳未満対象）第3 貉（要予約）
10：00～16：00

勤労福祉センター
（☎46・2463）

育児相談 毎週 豺～貊
8：30～17：00

（☎46・8747）

子育て支援センター
みどり保育園内

（☎44・3930）

金花保育園内

教育相談 毎週 豺～貊
8：30～17：00

少年育成センター
（☎46・2777）

交通事故相談 毎週 貂・貅・貍
8：30～17：00 中央公民館相談室

（☎46・5511）
交通事故相談（弁護士相談日）第2・4 貍（要予約）

9：00～12：00

社会福祉協議会
福祉総合相談センター

（☎45・1133）

法律相談（弁護士相談日）
※事前に福祉総合一般相談を受けてください

第3 貅
13：00～16：00

福祉総合一般相談 毎週 豺～貊
9：30～15：00

社会保険労務士相談 第1・3 貉
9：30～12：00

木造住宅耐震相談 毎週 豺～貊
8：30～17：00

市建設課
（☎44・5011）

身体障がい者
生活支援相談

毎週 豺～貍
8：30～17：30

障害者生活支援センター・ピア
瀬戸療護園内

（☎56・3070）

障がい・療育相談

市ふくし課
（☎44・5007）

市こども課
（☎44・5027）

第2 貂
9：30～11：30

アルコール相談 第1 貂
13：30～15：30

家庭児童・女性相談 毎週 豺～貊
8：30～17：00

人権相談 15日 貉
10：00～15：00

勤労福祉センター
（☎46・2463）

定例農業相談 10日 貊
9：00～11：00

市農業委員会
（☎44・5013）

商工会議所
（☎46・2701）

税務相談

ＩＴ相談（要予約）

労務相談

金融相談

商工業者法律相談

経営相談

15日 貉
13：00～16：00

10：00～16：00

13：00～15：00

10：00～15：00

13：00～16：00

随時（要事前申込）

行政相談 15日 貉
10：00～15：00

市総務課
（☎44・5002）

短  歌

福
江
町

西
庄
町

府
中
町

笠
指
町

横
津
町

白
金
町

江
尻
町

前
川
真
佐
子

間
島
　
秀
子

松
崎
　
　
子

松
田
　
寿
子

松
本
志
都
子

丸
井
　
友
子

丸
野
　
忠
義

夜
の
窓
に
光
の
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と
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れ
ど
め
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た
に
口
に
は
出
さ
ず

し
ょ
く

も
ち

ひ
か
り
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記憶に残るのは
目覚める直前の夢

　人間は夢を見る動物です。人
はどうして夢を見るのか、夢の
メカニズムについては、まだ十
分には解明されていません。
　睡眠にはレム睡眠とノンレ
ム睡眠があり、私たちは眠って
いる時、それを交互に繰り返しています。レム睡眠の時に
は急速な眼球運動が起こっていて、その眼の動きは目覚
めて物を見ているときとそっくりだといわれます。
　また、その時に脳の後頭葉の視覚野が活動しているこ
とが分かっています。レム睡眠のときに人は夢を見てい
ることから、眼球運動が脳の視覚野を刺激し、視覚イメー
ジ、すなわち夢が生まれているのではないかと考えられ
ています。
　レム睡眠はおよそ1時間半ごとに現れ、10～30分くらい
続きます。つまり一晩に4～5回、その状態になります。した
がって一晩に4～5回は夢を見ている可能性があります。
ところが、それを全て記憶しているわけではありません。
目覚める直前のレム睡眠中に見た夢は、そのまま目覚め
につながるので覚えていることが多いのですが、あとの
夢は忘れてしまうことが多いようです。
　素敵な夢、愛おしい夢、現実離れした夢、はかない夢、恐
ろしい夢、嫌な夢など、様々な夢があります。夢の中でし
か叶えられないこともありますが、夢で見たことを実現さ
せようと、人生の目標にできるところが人間の素晴らしい
ところだと思います。



問合先　市社会教育課（☎44・5026）

死亡  74人
（17）

世帯数
21,417世帯（-1）

火災
3件

救急
378件

（
12
月
）

交通事故  49件
（死者0人）

転出  119人
（3）

出生  30人
（-8）

転入  132人
（-28）

1月1日現在

市 制 施 行
市 の 面 積
市 の 木
市の花木・草花

昭和17年（1942）
92.46㎢
珊瑚樹
桜・コスモス

（　）は前月比

　　小 5年 　　小 4年

さ　なあおいさ　き

こ
の
広
報
誌
は
、
資
源
保
護
の
た
め
に

再
生
紙
を
使
用
し
、
環
境
に
や
さ
し
い

大
豆
油
イ
ン
ク
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　　  爽永さん　　  碧海さん
　　中 3年
　　  紗希さん

24平成22年国勢調査確定値による人口・世帯数を掲載しています。

坂
出
市
総
務
部
秘
書
広
報
課

香
川
県
坂
出
市
室
町
二
丁
目
３
番
５
号（
蕁０８７７・４４・５０００）

34

城 山
き やま

（川津町、 西庄町、 府中町）  （国指定史跡）

平成22年8月～平成22年10月生まれのお子さん
お子さんの名前、住所、生年月日、保護者の氏名、連絡先、メッセージ（24字以内）を明記の上、下記まで。
〒762-8601　坂出市室町二丁目3番5号

対　象
申　込
問合先

市秘書広報課広報広聴係（☎44・5000） （応募者多数の場合は抽選）応募締切 2月8日貉必着

　　保 5歳児
　　 理緒奈ちゃん

り　お　な
発表会 私はうさぎのダンスをしたよ

　　幼 5歳児
　　 ひかりちゃん みんなでみかん狩りに行ったよ

人口 55,037人（-31）

女 28,770人（-16）
男 26,267人（-15）

やしまじょう きのじょう

ボ
ー
ル
大
好
き
柊
芽
く
ん
蟋

　
　
　
　
　
元
気
に
大
き
く
な
ぁ
れ
！

しゅうが
　　  柊芽ちゃん （加茂町）

　坂出市の平野部にある山では最も高い城山。
（標高462ｍ）この山はその名が示す通り、高松市
にある屋嶋城、岡山県総社市にある鬼ノ城などと
同じ、古代山城と呼ばれる約1,300年前のお城の跡
なのです。
　その詳細ははっきりとわかっていませんが、山の
中には、城門跡や水門、石塁や土塁、さらには城門の
土台に使ったと推測されるコの字形の石（ホロソ
石）や平らな上面に段のある石（マナイタ石）などが
散在しており、城山長者伝説という民話の起源にも
なっています。 城門跡 ホロソ石 水門

や
ん
ち
ゃ
な
と
き
さ
ん
。

　
　
　
　
兄
ち
ゃ
ん
と
な
か
よ
く
ね
！　　  歩輝ちゃん （加茂町甲）

とき

颯
爽
と
強
く
元
気
な
子
に
な
あ
れ
★

さ
っ
そ
う

　　  颯人ちゃん （西庄町）
はやと
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